
環境保全事業の概要について
環境部環境政策課
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Ⅰ　組織図

　・環境部
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　・環境部環境政策課（22名）











Ⅱ　平成29年度事業報告及び平成30年度事業計画

【平成30年度当初予算】

（単位：千円）
	
	29年度
	30年度
	財源

	
	
	
	国庫支出金
	県支出金
	その他 ※
	一般財源

	環境政策担当
	環境政策
	61,067
	64,415
	10,000
	23,000
	13
	31,402

	
	自然環境
	25,263
	30,465
	2,806
	2,806
	6
	24,851

	公害対策担当
	放射線
	13,453
	13,598
	11,257
	－
	4
	2,337

	
	大気
	36,918
	30,931
	－
	－
	56
	30,875

	
	水質
	24,571
	23,319
	－
	－
	513
	22,806

	一般事務経費
	1,306
	889
	－
	－
	6
	883

	　合計
	162,578
	163,621
	24,063
	25,806
	598
	113,154


　　※財源（その他）：申請手数料や刊行物売却代，寄附金等
【環境政策担当】

１　柏市環境基本計画（第三期）
　　現行の「柏市環境基本計画（平成21年3月策定）が終了し，環境をとりまく社会状況も変化していることを受け，「柏市環境基本計画（第三期）」を平成28年3月に策定した。環境基本計画の取組状況は毎年度公表し，市民の意見を通年度募集している。

　　目的：環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進

　　期間：平成28年度から平成37年度の10年間

　　位置づけ：「柏市第五次総合計画」を上位計画として，まちづくりの考え方，方向性を共有し，環境面からまちづくりを推進

環境分野のマスタープランとして個別計画に方向性を示すとともに，各種関連計画と連携して，環境の保全及び創造に関する取組を推進

２　柏市環境管理システム（KEMS)
　　環境の保全に関する施策の推進を効果的に行い，行政が率先して継続的な環境保全と改善に取り組むため，平成13年に本庁舎を対象にISO14001を認証取得した。ISO認証取得以降，7年間で培った経験を生かし，より一層の環境負荷低減社会を目指して，対象範囲を全ての市保有施設とし，新たな環境マネジメントシステムとして「柏市環境管理システム（KEMS）」を平成20年4月より導入した。各課で実施している環境保全に係る事業をKEMS登録事業に設定し，目標と結果を管理することで環境負荷低減に取り組んでいる。

３　地球温暖化対策
　①第二期柏市地球温暖化対策計画
　　地球温暖化対策計画（平成20年3月）の短期前期目標年次(平成24年度）の終了及び平成23年3月に発生した東日本大震災によりエネルギー事情が大きく変化したことを受け，平成26年3月に第二期柏市地球温暖化対策計画を策定した。

　　毎年度，実績報告書を作成し，市域の温室効果ガス排出量や柏市の取組を公表している。

　　期間：平成26（2014）年度から平成32（2020）年度の7年間

　　CO2排出量削減目標値：平成32（2020）年度のCO2排出量を平成17（2005）年度比で3.8パーセント以上削減

　　柏市が目指すべき将来像：将来像①　エネルギーを賢く使う街

　　　　　　　　　　　　　　将来像②　緑と自然を活かす街

　　　　　　　　　　　　　　将来像③　健康で生きがいのある街

　　　　　　　　　　　　　　将来像④　世代を超えて学び合う街

　　　　　　　　　　　　　　将来像⑤　エコで活性化する街

　◆柏市域における温室効果ガス排出量推移　　　　　　　　　　　(単位：千t-CO2)
	部門/年度
	H2
(1990)
	H17

(2005)
	H23
(2011)
	H24
(2012)
	H25

(2013)
	H26

(2014)
	H27

(2015)

	産業
	1,123.0
	811.7
	598.0
	455.4
	449.8
	527.7
	536.3

	民生家庭
	274.0
	405.6
	515.9
	576.8
	560.4
	548.4
	506.4

	民生業務
	259.2
	362.9
	513.6
	543.5
	578.1
	558.0
	552.1

	運輸
	440.1
	560.2
	562.0
	523.8
	535.7
	519.7
	520.6

	廃棄物
	40.1
	45.4
	54.3
	67.3
	71.5
	73.4
	67.3

	代替フロン類
	2.9
	3.2
	3.3
	3.3
	3.4
	3.4
	3.8

	合計
	2,139.3
	2,189.0
	2,247.1
	2,170.1
	2,198.9
	2230.6
	2186.5


　※合計は，各部門ごとに小数点以下第2位で四捨五入した値を合算した。
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　◆柏市の温室効果ガス排出量の部門別構成比
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　　平成27年度における構成比を基準年度である平成17年度と比較すると，産業部門が占める割合が大きく減少している一方で，民生家庭部門と民生業務部門の占める割合は1.3倍増加し，全体の約半分を占めている。

⇒　民生家庭部門及び民生業務部門の占める割合が大きいことから，柏市においては，家庭やオフィスにおける温室効果ガス排出量の削減が特に重要となる。
　◆平成29年度に柏市が行った主な取組

　将来像①　エネルギーを賢く使う街

	柏市公共施設等低炭素化指針
	　市が所有する建物だけではなく道路，公園，上下水道などのインフラも含めてハード面での低炭素化を推進し，温室効果ガス排出量の削減を目指すもの。公共施設の新設や改修にあわせて低炭素化技術を導入するための基準を定めているおり，低炭素化技術の進歩や市の取組状況に応じて毎年度改訂を行う。

　（例）市内小中学校トイレ改修工事における省エネ機器の導入

　①照明のLED化，②人感センサー設置による照明・換気扇の消し忘れ防止，③節水型便器の導入など

	公共施設への再生可能エネルギー導入
	　柏市公共施設等低炭素化指針に基づき，新たに建設する中学校に太陽光パネルを設置した。

　対象施設：柏の葉中学校
　設置設備：太陽光パネル100kW

	柏市エコハウス促進総合補助金
	　住宅の「省エネ」「創エネ」「蓄エネ」「見える化」を総合的に補助した。　　　　　　　　　　　　　　（単位：件，千円）
メニュー
件数
金額
エコ窓改修
70
4,708
太陽光発電
190
11,465
HEMS
25
250
エネファーム

110
11,000
蓄電池

76
7,600
太陽熱

0
0
合計
471
35,023
エコ窓改修は，市内に本社・本店がある法人による設置を条件とした。

	柏市高柳ソーラー発電所
	　旧風早南部小学校跡地の土地貸しによる太陽光発電設備（500kW）設置運営事業。平成27年6月から発電を開始した。

	柏市電力の調達に係る環境配慮方針
	　方針に基づき，次の施設で環境に配慮した電力調達を実施した。

　市立小中学校62校，図書館本館，学校給食センター，消防局西部消防署，沼南庁舎，本庁舎，分庁舎1，市立柏高等学校，リサイクルプラザ


　将来像②　緑と自然を活かす街

	緑のカーテン事業（公共施設）
	　公共施設の壁面緑化として，緑のカーテンの充実に取り組んだ。

・土地貸しの事業者による地域貢献策

　希望施設に緑のカーテンの苗を配布…31施設　677株

・本庁舎・別館の緑のカーテンを拡充

・5施設で材料提供や設置委託によるサポートを実施

	緑のカーテン事業（市民）


	　ボランティア団体である柏市ストップ温暖化サポーターと協力して，市民向けの緑のカーテン育て方講習会を開催した。

　講習会：5/9・5/11　　参加者：107名


　将来像③　健康で生きがいのある街

	フットパス
	　自然環境や田園風景，歴史的建造物などありのままの風景を楽しむフットパスコースを整備し，環境保全・観光振興・健康促進・まちづくり，おでかけ促進など多様な効果を相乗的に生み出す。

　手賀の丘公園周辺コース：

　手賀の丘公園周辺を散策する8.2kmのコース。

　ウォーキングイベント：10/15・3/25　　参加者：40名

	低公害車普及促進事業
	・エコステーション運営費補助金（平成27～29年度）

　天燃ガス充填施設を運営する事業者に補助金を支出した。

・エコカー体験＆展示会
　雨のため室内にて，エコドライブの啓発を行った。
　10/21・22　場所：柏の葉公園　来場者：243名

・庁用車のエコドライブ促進

　庁内情報パソコンでのエコドライブ啓発ＤＶＤ視聴や，運転日誌でのエコ＆セイフティ確認を行った。


　将来像④　世代を超えて学び合う街

	かしわ環境フェスタ
	　市民の環境への意識を高揚するため，大人から子供まで楽しみながら学べる体験型イベントを開催した。市民団体・企業・大学等が，工作・実験・クイズ・ゲーム等様々な出展を行った。

　12/2　　場所：イオンモール柏　　参加者：187人

	かしわ環境ステーション（環境学習研究施設）
	　平成17年に南部クリーンセンター内に開設した環境学習研究施設を拠点として，市民を対象とした環境学習プログラムの実施や情報提供等を行った。運営は市民・学識等で構成する「かしわ環境ステーション」に委託している。

　（例）柏の自然と生きもの講座，夏休み子ども環境フェスタ等

	環境保全協議会
	　経営における環境配慮と情報交換を目的として，平成9年度に環境保全協定締結事業所で設立した。毎年，講演会やエコカンパニー大賞の実施，エコカンパニー通信の発行，地球温暖化防止啓発横断幕の設置などに取り組んでいる。

　加盟数：83事業所

	夏休み親子エコクッキング教室
	　柏市と京葉ガスの共同開催で，エコクッキング（環境のことを考えて買い物・料理・片づけをする）教室を実施した。

　8/10・8/18　　場所：京葉ガス料理教室「My Leafs柏の葉」

　参加者：親子6組14名・親子6組13名

	環境絵日記
	　市立小学校4～6年生を対象に，「みんなでつくる環境未来都市・柏」をテーマとした絵日記を公募した。応募作品の審査を柏市及び市民ボランティア団体「柏市ストップ温暖化サポーター」が行い，優秀作品は横浜市で開催される「環境未来都市　環境絵日記展2017」または「かしわ環境フェスタ2017」で紹介した。

　参加者：11校291名　　優秀作品：11点


　

　将来像⑤　エコで活性化する街

	グリーン購入調達方針
	　平成14年度から「柏市グリーン購入調達方針」を策定し，公共財産の調達では環境配慮型製品を使用するよう取り組んでいる。

	柏市エコハウス促進総合補助金

（再掲）
	　住宅の「省エネ」「創エネ」「蓄エネ」「見える化」を総合的に補助した。また，その経済効果が柏市に還元されることを目的として，エコ窓改修は，市内事業者による設置を条件とした。


　②柏市エコアクションプラン

　　平成12年に「地球温暖化対策の推進に関する法律第21条」に基づき，公共施設から排出される温室効果ガスを削減するため，全ての職員が取り組むべき省エネ行動（ソフト），高効率機器の積極的な導入策（ハード）等の規範を策定した。
　　CO2排出量削減目標値：平成32年度までに平成24年度比15％以上削減



　◆公共施設におけるCO2排出量の推移　　　　　　　　　　　（単位：千t-CO2・％)
	項目/年度
	24年度

（基準年度）
	27年度
	28年度
	基準年度比
	前年度比

	電気使用による排出量
	24,478
	22,627
	21,030
	▲14.1
	▲7.1

	燃料使用による排出量
	8,986
	7,161
	7,278
	▲19.0
	1.6

	合計排出量
	33,464
	29,788
	28,308
	▲15.4
	▲5.0


　　平成24年度（基準年度）比で，15.4％削減となった。削減理由としては，ＬＥＤ照明の導入等により電気使用量が減少した。また，環境に配慮した電力調達の浸透もあげられる。今後は人の活動による省エネ対策（ソフト面）だけではなく，施設整備（ハード面）における省CO2対策の強化が必要である。

　③クールチョイス啓発事業
　　地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（＝賢い選択）」を啓発した。イベントの開催時などに「COOL CHOICE」の取組を理解し，賛同していただける方の署名を集めた。

　　

　　◆出展したイベントについて

	月日
	イベント名称
	賛同者数

	9/30
	COOL CHOICEマッチ
	1,006人

	10/1
	リサイクルフェア
	231人

	10/7
	沼南まつり
	531人

	10/14
	あけぼの山農業公園まつり
	137人

	10/21･22
	エコカー体験＆展示会
	243人

	10/29
	手賀沼エコマラソン
	150人

	12/2
	かしわ環境フェスタ
	380人

	－
	その他イベント等
	354人

	合計
	3,032人


◆市内事業所団体への啓発

COOL CHOICE賛同団体168団体，賛同者数3,032人

４　今年度の計画

　(1) 柏市環境基本計画（第三期）

 平成29年度環境報告書作成

 KEMSへの事業登録を徹底

　(2) 柏市環境管理システム（KEMS）

 KEMSへの事業登録を徹底

 環境報告書及び他報告書の見直し

　(3) 第二期柏市地球温暖化対策計画

	将来像①　エネルギーを賢く使う街
	・柏市公共施設等低炭素化指針

　柏市地球温暖化対策推進本部会議で周知
・公共施設への再生可能エネルギー導入

・柏市エコハウス促進総合補助金　　　（単位：件，千円）

メニュー
件数
金額
エコ窓改修
70
5,600
太陽光発電
210
14,650
HEMS
15
150
エネファーム

130
10,400
蓄電池

70
7,000
太陽熱

4
200
合計
499
38,000
　エコ窓改修は，市内に本社・本店がある法人による設置の条件を継続する。

・柏市電力の調達に係る環境配慮方針

	将来像②　緑と自然を活かす街
	・緑のカーテン事業（公共施設）

　33施設に854株のゴーヤ苗を配付

　別館，分庁舎で緑のカーテンを設置

・緑のカーテン事業（市民）

　5/8，5/10で講習会を開催

　5/26柏の葉公園スプリングフェスタで，ゴーヤ苗120株を配布

	将来像③　健康で生きがいのある街
	・フットパス

　ウオーキングイベントの実施（11月，3月）
・低公害車普及促進事業

　エコカー体験＆展示会（10/20，10/21）

	将来像④　世代を超えて学び合う街
	・かしわ環境フェスタ（12/8）
・かしわ環境ステーション（環境学習研究施設）

・環境保全協議会

・出前講座「地球温暖化」

・夏休み親子エコクッキング教室（8/10，8/24）
・環境絵日記

	将来像⑤　エコで活性化する街
	・グリーン購入調達方針

・柏市エコハウス促進総合補助金（再掲）


　(4) 柏市エコアクションプラン

 柏市地球温暖化対策推進本部会議で全庁的に協力を依頼

　(5) クールチョイス事業

 地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（賢い選択）」を啓発

 ＮＥＣグリーンロケッツや柏エンゼルクロスをはじめとした団体等と協力して実施

【自然環境担当】

１　自然環境及び生物多様性の保全
①名戸ヶ谷ビオトープ

名戸ヶ谷湧水と周辺の水田を多様な生きものが生育・生息する水田生態系のビオトープとして復元し，市民や地域の小学生の環境学習や環境活動の場として提供している。清掃・草刈等の維持管理及び運営は，「名戸ヶ谷ビオトープを育てる会」に委託し，田植え，稲刈り，自然観察会などのイベントを開催した。
②増尾の森と水辺用地
「増尾の森と水辺の会準備会」の主催により，中原小学校隣接地の増尾の森と水辺用地において，ホタル観察会「ほたるの夕べ2017」を行った。

開催期間：6/30（金）～7/10（月），来場者数：3,893名

③谷津保全策
多様な生態系を有する谷津が，管理者の高齢化等により荒廃地化し，建設残土処理場として姿を変えていく実態が顕著になっている。身近にある豊かな自然や生態系を将来世代に残すため，柏市第五次総合計画と柏市環境基本計画（第三期）において，谷津の保全を重点事業として取り組むこととし，平成28年5月に「柏市谷津保全指針」を策定した。

期間：平成28年度から平成37年度の10年間

内容：谷津田の保全（保全協定・活動協定の締結）

　　　樹林地の保全（保護地区への指定，カシニワ制度の活用）

　◆保全対象地と保全区域（平成30年3月31日現在）　(単位：ヘクタール)
	対象地
	保全区域面積
	保全協定締結面積

	大青田湿地
	約6.5
	約3.9

	大根切・原ノ下
	約6.8
	約4.7

	柳戸・中台山
	約5.0
	約3.9

	布瀬
	約8.9
	約0.2

	手賀・狸穴
	約13.6
	約4.5

	金山北谷津
	約3.0
	約2.6

	合計
	約43.8
	約19.8


④外来種対策

市民からの通報を受けて，アライグマ，カミツキガメ，オオキンゲイギク等の特定外来生物について駆除を行った。
⑤柏の自然と生きもの講座
「かしわ環境ステーション」への委託により，柏の豊かな自然環境に生息する花や樹木，様々な生き物に関する講座を開催した。

⑥手賀沼水環境保全協議会
千葉県と流域市町村及び利水団体で構成される「手賀沼水環境保全協議会」により，手賀沼の水質浄化及び手賀沼周辺の環境保全に取り組んだ。ポスター・パンフレット等による啓発，各種水質浄化や調査研究，手賀沼流域フォーラム等を実施した。

「手賀沼の水環境保全ポスターコンクール」柏市応募総数：356人（小中学生）
⑦北千葉導水事業（国）

北千葉導水路は利根川の下流部と江戸川を結ぶ約28.5ｋｍの導水路で，水質浄化のため，利根川の水を手賀沼に流している。

⑧手賀沼船上見学

柏市生涯学習まちづくり出前講座「柏の水辺めぐり」において，小学4年生を対象に，手賀沼を船上から見学する際に，身近な自然環境や家庭での浄化対策を啓発した。

実績：小学校1,826人
⑨合併浄化槽設置奨励補助金

生活排水による公共用水域の水質汚濁防止のため，市街化調整区域等の下水道未整備地域において，単独処理浄化槽またはくみ取り便所を廃止し，高度処理型合併処理浄化槽を設置した場合に設置費用の一部を補助した。
◆実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件・千円）
	項目/年度
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29

	件数
	17
	19
	15
	7
	5
	4
	4

	金額
	11,038
	9,932
	6,960
	3,108
	2,150
	1,706
	1,908


◆手賀沼の水質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mg/ℓ,位）
	項目/年度
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29

	ＣＯＤ値

（年平均）
	8.4
	8.2
	8.6
	8.9
	9.3
	9.6
	9.5
	7.6
	8.1
	8.6
	8.6

	ワースト順位
	7
	8
	5
	5
	2
	2
	3
	6位以下
	6位以下
	3
	


※平成29年度は速報値
※ＣＯＤ値（化学的酸素要求量）

水の汚れを表す一つの単位。酸化剤を使って水中に含まれる汚れ（有機物等）を酸化・分解するのにどれだけの酸素が必要かを表す。数値が高いほど水が汚れている。

２　今年度の計画
①自然環境調査委託（平成28～30年度）

平成28～30年度の3年間で市内全域の動植物の調査を実施

（前回の実施は平成18～20年度の3年間）

②名戸ヶ谷ビオトープ

管理運営，木道修繕（一部），柏市立名戸ヶ谷小学校稲作体験学習
③増尾の森と水辺用地

ホタル観察会，本設木道設計
④谷津保全策の実施

谷津田保全協定・活動協定の締結

⑤外来種対策

アライグマ捕獲用箱ワナの貸出し
⑥柏の自然と生きもの講座

⑦手賀沼水環境保全協議会

⑧手賀沼船上見学

小学校4年生のみ対象
⑨合併浄化槽設置奨励補助金

【放射線対策担当】

１　空間放射線量の定期測定

市内全域の空間放射線量を把握するため，主要道路と駅周辺の歩道について，高さ1ｍの空間放射線量の測定を2回実施した。また，小中学校の指定通学路について，高さ50ｃｍの空間放射線量の測定を1回実施した。測定結果は市ホームページで公表した。

（単位：マイクロシーベルト毎時）
	
	測定月
	箇所数
	平均値
	最大値
	最小値

	道路・駅
	H29.5
	12,560
	0.066
	0.129
	0.034

	
	H29.11
	12,338
	0.064
	0.127
	0.032

	通学路
	H29.10
	35,825
	0.080
	0.152
	0.030


２　訪問測定及び測定器の貸出し

市職員が直接依頼者宅を訪問し，空間放射線量の測定や相談を行った。また，市内20箇所の近隣センター等において放射線測定器の貸出しを行った。
（単位：件）
	項目/年度
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29

	訪問測定
	2,763
	526
	128
	54
	22
	13
	14

	貸出し
	8,692
	4,183
	1,212
	673
	441
	260
	226


３　町会支援

町会やマンション管理組合等の行う測定や除染活動等の支援を行った。

(平成29年度は定期測定のみ）

（単位：回）
	項目/年度
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29

	支援回数
	37
	314
	49
	24
	9
	2
	2


４　情報発信

・広報かしわ（毎月1日号）に「放射線対策ニュース」を掲載した。

・ホームページに定期測定の結果等を掲載した。

【大気保全担当】

１　環境の監視

①大気監視
大気汚染防止法に基づき，市内7局の測定局において，窒素酸化物や浮遊粒子状物質等について常時監視を実施した。

◆平成29年度の各測定局での監視項目及び適合状況

	項目
	測定局
	二酸化硫黄
	一酸化炭素
	浮遊粒子状物質
	光化学オキシダント
	二酸化窒素
	微小粒子状物質

	一般

大気

環境
	永楽台
	○
	－
	○
	×
	○
	○

	
	大室
	○
	－
	○
	×
	○
	○

	
	南増尾
	－
	－
	○
	×
	○
	－

	自動

車排

ガス
	旭
	－
	○
	－
	－
	○
	－

	
	伊勢原
	－
	－
	○
	－
	○
	－

	
	西原
	－
	－
	○
	－
	○
	－

	
	大津ヶ丘
	－
	○
	○
	－
	○
	○


　（○：適合，×：不適合，－：測定していない）
※大気環境基準の達成状況(参考)

◆二酸化硫黄の環境基準達成状況

	　　　項目

局名
	日平均の2％除外値（ppm）
	日平均値が0.04ppmを超えた日が2日以上連続したことの有無
	長期的評価による環境基準との比較
	環境基準

	永楽台
	0.006
	無
	○
	1時間値の１日平均値

0.04ppm以下

1時間値

0.1ppm以下

	大室
	0.007
	無
	○
	


◆一酸化炭素の環境基準達成状況

	　　　項目

局名
	日平均の2％除外値（ppm）
	日平均値が１０ppmを超えた日が2日以上連続したことの有無
	長期的評価による環境基準との比較
	環境基準

	旭
	0.4
	無
	○
	1時間値の1日平均値

　10ppm以下

1時間値の1時間平均値　 20ppm以下

	大津ヶ丘
	0.9
	無
	○
	


◆浮遊粒子状物質の環境基準達成状況

	　　　項目

局名
	日平均の2％除外値（mg/m3）
	日平均値が0.10mg/m3を超えた日が2日以上連続したことの有無
	長期的評価による環境基準との比較
	環境基準

	永楽台
	0.037
	無
	○
	1時間値の1日平均値

0.10 mg/m3以下

1時間値

0.2 mg/m3以下

	大室
	0.038
	無
	○
	

	南増尾
	0.035
	無
	○
	

	伊勢原
	0.039
	無
	○
	

	西原
	0.040
	無
	○
	

	大津ヶ丘
	0.044
	無
	○
	


◆光化学オキシダントの環境基準達成状況

	　　項目

局名
	昼間の1時間値が0.06ppmを超えた日数と時間数
	環境基準との比較
	※達成率（％）
	環境基準

	
	（日数）
	（時間数）
	
	
	

	永楽台
	22
	155
	×
	97.2
	1時間値

0.06ppm以下

	大室
	21
	142
	×
	97.4
	

	南増尾
	23
	139
	×
	97.5
	


※達成率＝(昼間の環境基準達成時間÷昼間の測定時間)×100

※環境基準を達成するためには，光化学オキシダントの濃度が年間を通して0.06ppmを超える時間がないこと。

◆二酸化窒素の環境基準達成状況

	　　　項目

局名
	日平均の年間98％値（ppm）
	長期的評価による環境基準との比較
	環境基準

	永楽台
	0.017
	○
	1時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。

	大室
	0.020
	○
	

	南増尾
	0.017
	○
	

	旭
	0.036
	○
	

	伊勢原
	0.033
	○
	

	西原
	0.022
	○
	

	大津ヶ丘
	0.020
	○
	


◆微小粒子状物質の環境基準達成状況
	　　　

項目

局名
	年平均値
	日平均値の年間98％値
	環境基準

との比較
	 日平均値が 35.0μg/m3を超えた日数とその割合
	環境基準

	
	（μg/m3）
	（μg/m3）
	
	日
	％
	

	永楽台
	14.5
	29.2
	○
	0
	0
	1年平均値

15μg/m3以下

1日平均値

35μg/m3以下

	大室
	14.8
	29.6
	○
	1
	2.7
	

	大津ヶ丘
	14.8
	28.3
	○
	0
	0
	


②ダイオキシン類調査
ダイオキシン類対策特別措置法に基づき，大気については年4回，河川については年2回，その他については年1回の調査測定を行った。

◆大気　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：pg-TEQ/ｍ3）

	調査地点/年度
	26
	27
	28
	29
	環境基準

	大室測定局
	0.027
	0.024
	0.030
	0.022


	0.6

	永楽台測定局
	0.021
	0.025
	0.026


	0.027


	

	旭測定局
	0.021
	0.023
	0.036


	0.025


	

	大津ヶ丘第一小学校
	0.022
	0.031
	0.035


	0.042


	

	高柳西小学校
	0.024
	0.027
	0.028


	0.028


	

	藤ヶ谷ふれあいセンター
	0.032
	0.037
	0.037


	0.026


	


※年4回の平均値

◆水質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：pg-TEQ/ℓ）
	調査地点/年度
	26
	27
	28
	29
	環境基準

	北柏橋（大堀川）
	0.092
	0.11
	0.12
	0.81
	1.0

	上沼橋（大津川）
	0.23
	0.25
	0.22
	0.33
	

	染井新橋

（染井入落）
	0.34
	0.47
	0.61
	0.49
	

	下手賀沼中央

（下手賀沼）
	0.85
	0.94
	1.57
	1.37
	


※年2回実施の平均値（下手賀沼中央は年３回実施の平均値）
◆底質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：pg-TEQ/g）

	調査地点/年度
	26
	27
	28
	29
	環境基準

	北柏橋（大堀川）
	0.99
	2.2
	2.9
	1.7
	150

	上沼橋（大津川）
	1.3
	1.7
	1.5
	2.2
	

	染井新橋

（染井入落）
	3.9
	1.9
	9.5
	4.0
	

	下手賀沼中央

（下手賀沼）
	15
	11
	13
	11
	


※年1回実施

◆地下水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：pg-TEQ/ℓ）

	調査地点/年度
	26
	27
	28
	29
	環境基準

	箕輪地区
	0.067
	-
	-
	-
	1.0

	手賀地区
	0.067
	-
	-
	-
	

	名戸ヶ谷地区
	-
	0.057
	-
	-
	

	柳戸地区
	-
	0.057
	-
	-
	

	増尾地区
	-
	-
	0.048
	-
	

	布瀬地区
	-
	-
	0.056
	-
	

	十余二地区
	-
	-
	-
	0.038
	

	大井地区
	-
	-
	-
	0.038
	

	　※年1回実施（調査地点は毎年変更）


◆土壌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：pg-TEQ/g）

	調査地点/年度
	26
	27
	28
	29
	環境

基準
	調査

指標値

	柏の葉小学校
	0.0050
	1.8
	7.3
	2.7
	1,000
	250

	西原小学校
	12
	-
	-
	-
	
	

	大津ヶ丘中学校
	0.091
	-
	-
	-
	
	

	中原小学校
	-
	0.94
	-
	-
	
	

	手賀西小学校
	-
	0.16
	-
	-
	
	

	花野井小学校
	-
	-
	1.2
	-
	
	

	逆井小学校
	-
	-
	0.031
	-
	
	

	柏中学校
	-
	-
	-
	0.028
	
	

	手賀中学校
	-
	-
	-
	0.11
	
	


※年1回実施（調査地点は毎年変更）

２　事業場等への指導

①大気汚染防止法立入検査結果
ア　ばい煙発生施設等を設置している事業場への立入検査を実施し排出基準の適合状況を把握した。

（単位：件）

	項目/年度
	25
	26
	27
	28
	29

	立入数
	40(24)
	49(25)
	37(21)
	31(18)
	35(17)

	ばい煙測定等
	8(5)
	8(6)
	7(1)
	5(2)
	5(1)

	違反
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)


(　)内は工場数

イ　吹付けアスベスト除去等作業の立入検査を実施し，作業基準等の適合状況を把握した。

（単位：件）

	項目/年度
	25
	26
	27
	28
	29

	届出数
	42
	47
	81
	57
	59

	立入数
	42
	47
	81
	57
	59

	違反
	0
	0
	0
	０
	０


　　
②ダイオキシン類対策特別措置法に基づく立入検査結果
ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定事業場（廃棄物焼却炉）に立入し，排出基準の適合状況を把握した。

（単位：件）

	項目/年度
	25
	26
	27
	28
	29

	立入数(施設数)
	11
	11
	11
	11
	10

	違反件数(施設数)
	0
	0
	0
	０
	０


３　苦情受付

市民等の快適な生活環境を維持するために，典型7公害に対する相談を受付・処理を行った。

◆苦情受付件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

	項目/年度
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29

	大気汚染
	98
	168
	135
	117
	96
	77
	76
	34

	水質汚濁
	4
	10
	2
	4
	7
	6
	11
	6

	土壌汚染
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	騒音
	68
	62
	42
	55
	72
	59
	72
	53

	振動
	16
	14
	10
	20
	6
	9
	1
	7

	地盤沈下
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	悪臭
	33
	41
	38
	45
	53
	29
	19
	27

	その他
	14
	19
	13
	14
	19
	11
	0
	0

	計
	233
	314
	240
	255
	253
	191
	179
	127


４　その他

①柏市揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の排出及び飛散の抑制のための取組促進条例に基づく自主的取組計画書及び実績報告書の受理及び指導等
対象となる8事業場から28年度の実績報告書及び29年度の自主的取組計画書の提出があった。

②幹線道路における自動車騒音の調査及び面的評価
騒音規制法第18条に基づき，自動車騒音の常時監視の一環として，市内の国道（高速道路も含む），県道及び4車線以上の柏市道における道路騒音を5年計画で調査し，面的評価を実施した。

５　今年度の計画

①大気汚染防止法に基づく大気環境の常時監視

市内7地点。

②大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設等への立入及び指導

工場及びその他の事業所を含め30事業所立入予定。

③大気汚染防止法に基づく特定粉じん（アスベスト）の除去作業の確認検査
随時，平成29年度は59件。

④ダイオキシン類対策特別措置法に基づく大気及び公共用水域等の常時監視

大気6地点，水質4地点等。

⑤ダイオキシン類対策特別措置法に基づく排出事業場の立入及び指導

廃棄物焼却施設10施設立入予定。

⑥柏市ダイオキシン類発生抑制条例に基づく焼却炉の設置届出の受理及び適正管理指導

⑦柏市揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の排出及び飛散の抑制のための取組促進条例に基づく対象事業所に対する自主的取組の指導

対象事業場は8事業場。

⑧騒音規制法に基づく幹線道路における自動車騒音の調査及び面的評価

⑨騒音規制法，振動規制法及び悪臭防止法に基づく規制及び指導

⑩公害苦情の相談及び対応

【水質保全担当】

１　水質の監視
水質汚濁防止法に基づき，4河川（大堀川・大津川・染井入落・金山落），1湖沼（手賀沼）で公共用水域の常時監視を実施した。

◆千葉県水質測定計画に基づく調査地点　　　　　　　　　　　（単位：㎎/ℓ）
	調査地点/年度
	25
	26
	27
	28
	29
	環境

基準

	北柏橋(大堀川)
ＢＯＤ
	2.8
	2.9
	2.1
	3.2
	3.4
	8

	上沼橋（大津川）
ＢＯＤ
	3.1
	3.2
	2.8
	4.5
	3.7
	5

	染井新橋（染井入落）
ＢＯＤ
	4.2
	3.0
	4.6
	3.7
	4.3
	-

	下手賀沼中央（手賀沼）
ＣＯＤ
	12
(10.7)
	10
(8.5)
	10

(9.5)
	13

(10.8)
	12

(11)
	5


※結果は75％値，( )内は年平均値

２　事業場等の指導
水質汚濁防止法等に基づき，特定事業場への立入検査を実施し，排水基準の適合状況を把握した。

◆水質汚濁防止法等立入検査結果　　　　　　　　　　　　　（単位：件・％）
	項目/年度
	25
	26
	27
	28
	29

	立入数(延数)
	66
	63
	66
	58
	66

	違反件数(延数)
	15
	16
	16
	12
	19


３　その他

  ①土壌汚染対策法に基づく届出の受理・審査
	土壌汚染対策法第４条第１項に基づく届出の受理・審査
	28件


②浄化槽法に基づく届出等の受理及び維持管理指導

	浄化槽法第5条に基づく設置届の受理
	7件

	建築基準法に基づく浄化槽調書の受理
	141件


　③柏市浄化槽保守点検業者登録条例に基づく登録手続き業務

	保守点検業者の新規登録手続き
	4件

	保守点検業者の登録更新手続き
	21件


　
４　今年度の計画

①水質汚濁防止法の水質測定計画に基づく公共用水域および地下水の常時監視

河川等は環境基準点等3地点を月1回，その他8地点を3か月に1回，地下水は16地点を1回
②水質汚濁防止法に基づく特定事業場の立入及び指導

74事業所を予定

③有機塩素化合物等による地下水汚染の監視

観測井戸（年1回）14地点
継続監視調査（年1回）19地点

④千葉県環境保全条例に基づく揚水施設（井戸）の規制及び指導

⑤土壌汚染対策法に基づく有害物質による土壌汚染の監視及び指導

⑥浄化槽法に基づく設置届出書の受理及び適正管理指導

⑦柏市浄化槽保守点検業者登録条例に基づく新規登録及び更新手続業務

環境政策課


環境基本計画の推進，地球温暖化対策


自然環境及び生物多様性の保全，放射線対策，大気・水質の保全，部の庶務など





廃棄物政策課


　清掃事業の総合調整，一般廃棄物処理に関することなど





環境サービス課


　ごみの分別指導，し尿収集処理など





環境部





北部クリーンセンター


清掃工場の稼動，周辺対策など





南部クリーンセンター


　第二清掃工場の稼動，周辺対策など





産業廃棄物対策課


産業廃棄物の適正処理，業者の監督など











環境政策課長





副参事





統括リーダー





放射線対策担当





環境政策担当





担当リーダー1名，職員6名


＜主な担当業務＞


・環境基本計画の推進


・環境マネジメントシステム


・地球温暖化対策


・自然環境の保全


・生きもの多様性の保全


・手賀沼の水質浄化


・環境審議会


・部・課の庶務





担当リーダー1名，職員1名


＜主な担当業務＞


・放射線量の測定及び除染


・関係機関との連絡調整





水質保全担当





担当リーダー1名，職員5名


（育児休業1名）


＜主な担当業務＞


・公共用水域の監視・調査


・事業場の立入検査


・土壌汚染対策事務





大気保全担当





担当リーダー1名，職員3名


＜主な担当業務＞


・環境の監視・指導


・事業場の立入検査


・法令に基づく届出受理


・公害苦情処理





目標ライン


2,106





平成24(2012)年度


33,464ｔ-CO2





平成32(2020)年度


28,445ｔ-CO2





▲15％（▲5,019t-CO2）以上削減











1

